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令和６年度 埼玉年末年始無災害運動の実施について（要請） 

 

日頃より、労働行政の推進にご理解ご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。 

さて、今年度も標記埼玉年末・年始無災害運動について、別紙１「令和６年

度埼玉年末･年始無災害運動実施要領」のとおり令和６年 12 月１日から令和７

年１月 15 日までの間、実施することといたしました。 

つきましては、別添１、２を活用し、同運動を周知していただくとともに、

別紙１の６（19）「Safe Work SAITAMA」のロゴマークの活用について、貴会及

び貴会会員等が作成するポスター、名刺、ヘルメット等への同ロゴマーク（下

記ホームページからダウンロード可）の貼付に御協力いただきますようお願い

いたします。 

 

記  

 

別紙１ 令和６年度埼玉年末年始無災害運動実施要領 

別添１ チェックリスト（埼玉労働局） 

別添２ 令和６年度年末年始無災害運動リーフレット（中央労働災害防止協会） 

別添３ 「Safe Work SAITAMA」ロゴマーク使用取扱規程 

 

※上記資料は、こちらの埼玉労働局ホームページアドレスからダウンロードで

きます。 

（ https://jsite.mhlw.go.jp/saitama-roudoukyoku/jirei_toukei/anzen_eise

i/musaigai-undou.html） 

 

https://jsite.mhlw.go.jp/saitama-roudoukyoku/jirei_toukei/anzen_eise


 

 

  
令和６年度 埼玉年末年始無災害運動実施要領  

 

 

埼玉県内の令和６年 10 月末現在の労働災害による休業４日以上の死傷者数（新型コロナ

ウイルス感染症のり患による労働災害を除く。）は、前年同期比で 281 人（5.5％）増加し

て 5,386 人であり、業種別では、製造業が昨年同期比で 1.6％の減少をしているものの、

依然として、陸上貨物運送事業では同 4.0%増加であり、商業でも同 11.6％増加している。 

また、転倒災害は製造業、建設業、第三次産業で増加傾向にある。 

なお、死亡者数は令和６年 10 月末現在で、前年同期比で８人増加の 24 人であり、その

うち建設業が６人増加の８人と目立っている。死亡災害の事故の型では、交通事故が４人

増加の９人、はさまれ・巻き込まれが６人増加の７人となっている。 

こうした状況を踏まえ、建設業や陸上貨物運送事業、第三次産業をはじめとする労働災

害増加への対応として、引き続き「埼玉第 14 次労働災害防止計画」にのっとった対策の推

進が求められる。 

特に年末年始は、慌ただし中での大掃除や機械設備の保守点検・再稼働等の作業が多く

なるため、各事業場においては、作業前点検の実施、作業手順や交通ルールの遵守、非定

常作業における安全確認の徹底など一層重要となる。また、転倒・腰痛災害予防のため、

身体機能の維持向上のための取り組みや、感染症予防を含めた労働者の健康管理にも全員

で取り組むことが大切である。 

本運動により、各事業場において関係者が一丸となって安全衛生意識を高め、年末年始

の安全衛生活動を展開することで、無事故・無災害で一年を締めくくり、明るい新年を迎

えられるよう、「今年もやります！ 基本作業の徹底 年末年始も無災害」の運動標語のもと

本年度の「埼玉年末年始無災害運動」を展開する。  

  

１ 目的  

     各労働災害防止団体等が推進する年末年始時期を捉えた労働災害防止強調期間、無

災害運動等との連携により、管内事業場における安全衛生意識の高揚を図るとともに

期間中に埼玉労働局及び県内各労働基準監督署並びに各関係団体・各事業場が展開し

ている各種取組を一層推進し、もって労働災害の防止を図る。  

  

２ 実施期間  

     令和６年 12 月 1 日から令和７年１月 15 日まで  

  

３ 主唱者  

埼玉労働局、県内各労働基準監督署  

   

４ 実施者  

県内各事業場、労働災害防止団体、事業者団体 

  

shimadat
フリーテキスト

 　別紙１



５ 主唱者の実施事項  

(１) 労働災害防止団体、事業者団体等との埼玉年末年始無災害運動決起式の開催 

(２) 労働災害防止団体、事業者団体等に対する協力要請 

(３) 事業者、労働災害防止団体等が行う労働災害防止活動に対する指導・援助 

(４) ホームページ掲載、記者発表等による広報 

(５) 「Safe Work SAITAMA」の普及・促進 

  

６ 事業場の実施事項  

(１) 経営トップによる安全衛生方針の決意表明 

(２)  リスクアセスメント及び労働安全衛生マネジメントシステムの導入・定着  

(３)  ＫＹ（危険予知）活動を活用した非定常作業における労働災害防止対策の徹底 

(４)  安全衛生パトロールの実施 

(５)  安全保護具・労働衛生保護具、安全標識・表示等の点検と整備・更新 

(６)  年末時期の大掃除等を契機とした３Ｓ（整理・整頓・清掃）の徹底 

(７)  年始時期の作業再開時の安全確認の徹底 

(８)  機械設備にかかる一斉検査及び作業前点検の実施 

(９)  火気の点検、確認等の火気管理の徹底 

(10)  転倒、墜落・転落、はさまれ・巻き込まれ災害防止や腰痛予防対策の徹底 

(11)  荷台からの墜落防止の安全対策（荷主側の対策を含む） 

(12)  交通労働災害防止対策の推進 

(13)  身体機能の維持向上のための健康づくり、健康的な生活習慣（睡眠、食事、運動

等）に関する健康指導等の実施 

(14)  感染症拡大防止対策の徹底 

(15)  化学物質のリスクアセスメントの実施を含めた化学物質管理の徹底 

(16)  金属アーク溶接等作業における健康障害防止措置の実施 

(17)  過重労働をしない・させない職場環境づくり 

(18)  職場のハラスメント防止につながる取組の推進 

(19) 「Safe Work SAITAMA」のロゴマークの活用等による安全意識高揚のための活動の実

施  



年末年始に発生しやすい危険をチェック！

転倒の危険はありませんか１ ２

３ ４

５

通路や出入口、階段などに物を放置
していませんか

作業場所・通路に水や油等がこぼれ
ていませんか

滑りにくく脱げにくい靴を履いていま
すか

階段付近などで十分な明るさを
確保していますか

段差などの危険箇所をトラテープなど
で見える化をしていますか

転倒の危険をチェック

脚立作業時の危険をチェック 非定常作業時の危険をチェック

腰痛の危険をチェック

交通事故の危険をチェック

重量物を取り扱う作業などの自動
化・省力化を図っていますか
荷物を持ち上げる際の適切な作業姿
勢・動作を理解していますか

長時間、同じ姿勢や無理な体勢で作
業していませんか

人力で作業をする場合の重量は、男性は体
重の40％、女性は25％以下としていますか

作業の合間などにストレッチを
行っていますか

脚立や踏み台などは安定した場所に
設置していますか
脚立の開き止め金具を確実にロック
していますか

脚立の天板上など不安定な姿勢での
作業となっていませんか

脱げにくく滑りにくい靴、ヘルメッ
トを適切に着用していますか

荷物を持っての昇降とならないよう複
数人で作業していますか

経路上の交通情報や気象情報を収集
し出発前の準備をしていますか
急ハンドル、急ブレーキ、急発進を
していませんか

自転車を使用する際にヘルメットをか
ぶり、安全運転を心掛けていますか

時間と心に余裕を持った運転をして
いますか

橋の上、カーブの手前など凍結しや
すい場所で速度を落としていますか

起動スイッチに施錠をしていますか

点検作業時に必要な照度を確保して
いますか

動力の電源を切り、機械設備を完全
に停止させていますか

無効にした安全装置、安全カバー
などを元に戻していますか

操作盤等の近くに「点検中のため操
作停止」などの表示をしていますか

年末年始は慌ただしく、
職場での事故リスクが
増加する時期です。
確認結果を職場の仲
間で共有し、危険を取
り除き、明るい新年を
迎えましょう︕

shimadat
フリーテキスト

  別添１
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令
和
6年
度
 年
末
年
始
無
災
害
運
動
実
施
要
領

　
年
末
年
始
無
災
害
運
動
は
、働
く
人
た
ち
が
年
末
年
始
を
無
事

故
で
過
ご
し
、明
る
い
新
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、事
業

場
等
の
取
り
組
み
促
進
を
図
る
趣
旨
で
、昭
和
46
年
か
ら
厚
生
労

働
省
の
後
援
の
も
と
中
央
労
働
災
害
防
止
協
会
が
主
唱
す
る
運

動
で
、本
年
で
54
回
目
を
迎
え
る
。

　
職
場
の
安
全
と
健
康
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、経
営
者
、労
働

者
が
一
丸
と
な
っ
て
安
全
衛
生
活
動
を
推
進
し
、災
害
の
な
い
職

場
環
境
を
整
え
る
た
め
に
も
、一
つ
ひ
と
つ
の
作
業
を
丁
寧
に
確
認

し
、次
の
作
業
に
備
え
る
こ
と
、そ
し
て
体
調
管
理
を
万
全
に
し
、

無
理
を
し
な
い
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　
令
和
5年
の
労
働
災
害
に
よ
る
死
亡
者
数
は
75
5人
と
過
去
最
少

だ
っ
た
も
の
の
、休
業
4日
以
上
の
死
傷
者
数
は
13
5,
37
1人
と
な

り
、3
年
連
続
で
増
加
と
な
っ
た
。そ
の
う
ち
60
歳
以
上
の
高
齢
者

の
割
合
は
29
.3
%
と
な
っ
て
お
り
依
然
と
し
て
増
加
傾
向
に
あ
る
。

　
ま
た
本
年
8月
末
ま
で
の
労
働
災
害
発
生
状
況（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
り
患
に
よ
る
労
働
災
害
を
除
く
）を
み
て
も
、前

年
同
期
に
比
べ
て
休
業
4日
以
上
の
死
傷
者
数
は
、全
体
で
1.
5％

増
加
し
て
お
り
、業
種
別
で
は
陸
上
貨
物
運
送
事
業
で
1.
8％
、第

三
次
産
業
で
3.
0％
の
増
加
、事
故
の
型
別
で
は「
転
倒
」で
0.
9％
、

「
動
作
の
反
動
・
無
理
な
動
作
」で
2.
4％
増
加
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、特
に
年
末
年
始
は
大
掃
除
や
機
械
設

備
の
保
守
点
検
・
再
稼
働
等
の
作
業
が
多
く
な
る
ほ
か
、物
流
等

の
増
加
に
伴
う
交
通
・
荷
役
作
業
時
の
災
害
、積
雪
や
凍
結
に
よ

る
転
倒
等
の
危
険
が
増
す
。ま
た
、多
忙
に
よ
る
焦
り
や
疲
労
か
ら

ミ
ス
や
エ
ラ
ー
が
起
こ
り
や
す
く
な
る
。そ
の
た
め
各
事
業
場
に
お

い
て
は
、非
定
常
作
業
に
お
け
る
安
全
確
認
の
徹
底
、作
業
前
点

検
の
実
施
、作
業
手
順
や
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
、安
全
衛
生
保
護

具
の
点
検
の
実
施
が
一
層
重
要
と
な
る
。ま
た
転
倒
・
腰
痛
災
害

予
防
の
た
め
、身
体
機
能
の
維
持
向
上
の
た
め
の
取
り
組
み
や
、

感
染
症
予
防
を
含
め
た
労
働
者
の
健
康
管
理
に
も
全
員
で
取
り
組

む
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　
自
身
の
安
全
・
健
康
の
確
保
は
も
ち
ろ
ん
、周
囲
の
仲
間
と
も

声
を
掛
け
合
っ
て
、皆
で
力
を
合
わ
せ
て
無
事
に
一
年
を
締
め
くく

り
、明
る
い
新
年
を
笑
顔
で
迎
え
ら
れ
る
よ
う
、本
年
度
の
年
末
年

始
無
災
害
運
動
を
展
開
す
る
。

令
和
6年
１２
月
１
日
か
ら
令
和
7年
１
月
１５
日
ま
で
と
す
る
。

厚
生
労
働
省

後
援

各
事
業
場実
施
者

❶
 機
関
誌
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
通
じ
て
の
広
報

❷
 報
道
機
関
等
を
通
じ
て
の
周
知

❸
 リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
の
制
作
お
よ
び
配
布

❹
 小
冊
子
、ポ
ス
タ
ー
、の
ぼ
り
、デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
等
の

　
 頒
布・
配
信

（
１
）年
末
年
始
に
実
施
す
る
事
項

❶
 経
営
ト
ッ
プ
に
よ
る
安
全
衛
生
方
針
の
決
意
表
明

❷
 安
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衛
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 年
始
時
期
の
作
業
再
開
時
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示
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❶
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働
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労
働
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保
護
具
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全
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等
の
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検
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新

❸
 化
学
物
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の
リ
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ク
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セ
ス
メ
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の
実
施
を
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め
た

化
学
物
質
管
理
の
徹
底

❹
 転
倒
、墜
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転
落
、は
さ
ま
れ・
巻
き
込
ま
れ
災
害
防
止
や

腰
痛
予
防
対
策
の
徹
底

❺
 火
気
の
点
検
、確
認
な
ど
火
気
管
理
の
徹
底

❻
 交
通
労
働
災
害
防
止
対
策
の
推
進

❼
 過
重
労
働
を
し
な
い・
さ
せ
な
い
職
場
環
境
づ
く
り

❽
 高
年
齢
労
働
者
を
含
め
た
身
体
機
能
の
維
持
向
上
の
た
め

の
健
康
づ
く
り
、健
康
的
な
生
活
習
慣（
睡
眠
、食
事
、運

動
等
）に
関
す
る
健
康
指
導
な
ど
の
実
施

❾
 感
染
症
拡
大
防
止
対
策
の
徹
底

10
 職
場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
の

推
進

11
 自
然
災
害
等
に
伴
う
復
旧・
復
興
工
事
等
に
お
け
る
労
働

災
害
防
止
対
策
の
推
進

12
 安
全
衛
生
旗
の
掲
揚
、そ
の
他
安
全
衛
生
意
識
高
揚
の

た
め
の
活
動
の
実
施

主
唱
者
の
実
施
事
項

事
業
場
の
実
施
事
項

趣
　
旨

実
施
期
間
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基
本
作
業
の
徹
底

年
末
年
始
も

無
災
害

主
唱
：
中
央
労
働
災
害
防
止
協
会
　
後
援
：
厚
生
労
働
省

年
末
年
始

無
災
害
運
動
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賛
助
会
員
募
集
中

●
研
修
会
が
会
員
価
格
に

●
定
期
刊
行
物
の
配
布

●
安
全
週
間
時
な
ど
に
ポ
ス
タ
ー
等
を
お
届
け

●
会
員
専
用
サ
イ
ト
に
よ
る
安
全
衛
生
情
報
の
発
信

特
 典
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保
護
帽
や

保
護
手
袋
を

正
し
く
着
用
す
る

保
護
帽
や

保
護
手
袋
を

正
し
く
着
用
す
る

起
動
ス
イ
ッ
チ
等
に
施
錠
。（
参
考
／
グ
ル
ー
プ
ロ
ッ
ク

ア
ウ
ト
方
式
：
複
数
人
が
キ
ー
を
持
ち
、
全
員
の
キ
ー

が
揃
わ
な
け
れ
ば
機
械
が
起
動
し
な
い
方
法
）

　
大
掃
除
な
ど
で
一
斉
に
設
備
を
停
止
し
た
上
で
点
検
や

修
理
を
行
う「
非
定
常
作
業
」で
は
、「
は
さ
ま
れ・
巻
き
込
ま

れ
」な
ど
の
災
害
に
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

作
業
計
画
書
の
作
成
、作
業
の
手
順・
方
法
の
決
定
な
ど
を
協

力
会
社
や
安
全
衛
生
担
当
部
門
ら
関
係
者
が
事
前
に
行
っ
た

上
で
、リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
も
実
施
し
て
調
整
し
ま
し
ょ
う
。

作
業
の
進
め
方
、合
図
の
方
法
、禁
止
事
項
な
ど
を
確
認
し
、リ

ス
ク
情
報
を
共
有
し
ま
し
ょ
う
。必
要
な
保
護
具
の
着
用
の
確

認
も
忘
れ
ず
に
。

暗
い
場
所
は
補
助
照
明
な
ど
で
適
正
な
照
度
を
保
つ
。

動
力
を
遮
断
し（
電
源
を
切
り
）、
機
械
設
備
を
完
全
に
停

止
さ
せ
、操
作
盤
等
の
近
く
に「
点
検
中
の
た
め
操
作
禁

止
」な
ど
目
立
つ
よ
う
に
表
示
す
る
。

チ
ェッ
ク
リ
ス
ト
な
ど
を
使
っ
て
漏
れ
な
く
点
検
。

指
差
し
呼
称
で
手
順
や
安
全
の
状
態
を
確
認
す
る
。

□
 通
路
や
出
入
り
口
、階
段
な
ど
に
物
を
放
置
し
て
い
な
い
か

□
 床
、通
路
な
ど
の
水
、油
、粉
類
は
そ
の
都
度
取
り
除
い
て
い
る
か

□
 安
全
に
移
動
で
き
るよ
うに
、十
分
な
明
る
さ（
照
度
）が
確
保
さ
れ
て
い
る
か

□
 台
車
な
ど
は
、荷
が
崩
れ
た
りし
な
い
よ
う
安
全
に
使
用
し
て
い
る
か

□
 階
段
の
滑
り
止
め
は
外
れ
て
い
な
い
か

□
 段
差
の
あ
る
箇
所
や
滑
り
や
す
い
場
所
に
、注
意
を
促
す
ス
テ
ッ
カ
ー

（
標
識
）を
掲
示
し
て
い
る
か

□
 作
業
靴
の
底
が
す
り
減
っ
て
滑
り
や
す
い
状
態
に
な
っ
て
い
な
い
か

□
 「
歩
き
ス
マ
ホ
」な
ど
足
元
か
ら
注
意
が
そ
れ
る
行
動
を
し
て
い
な
い
か

□
 転
倒
な
ど
を
予
防
す
る
た
め
の
教
育
を
行
っ
て
い
る
か

・無
効
に
し
た
安
全
装
置
、取
り
外
し
た
安
全
カ
バ
ー
な
ど
を
元
に

 戻
し
て
、 
作
業
場
を
整
理・
整
頓
。

・ヒ
ヤ
リ・
ハ
ット
情
報
な
ど
が
あ
れ
ば
、作
業
指
揮
者
に
報
告
。

・目
的
地
方
面
の
交
通
情
報
や
降
雪
な
ど
気
象
情
報
を
収
集
。

・タ
イ
ヤ
の
摩
耗
状
態
、燃
料
の
補
給
、タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
の
使
い

方
な
ど
を
事
前
に
確
認
。冬
タ
イ
ヤ
で
も
走
行
困
難
に
な
る
こ
と

が
あ
る
た
め
、タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
は
必
ず
携
行
す
る
。

・急
ハ
ン
ド
ル
、急
ブ
レ
ー
キ
、急
発
進
な
ど
は
、ス
ピ
ン
や
ス
リ
ッ

プ
の
原
因
に
な
る
。時
間
と
心
に
余
裕
を
持
っ
て！

・橋
の
上
、日
の
当
た
ら
な
い
道
路
、交
差
点
や
カ
ー
ブ
の
手
前
な

ど
は
凍
結
し
や
す
い
の
で
、あ
ら
か
じ
め
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
て

徐
行
運
転
す
る
。

脚
立
は
原
則
と
し
て
２
ｍ
未
満
の
も
の
を
使
う
。

脚
立
は
水
平
な
安
定
し
た
場
所
に
設
置
す
る
。

天
板
の
上
に
乗
ら
な
い
。脚
立
に
ま
た
が
ら
な
い
。

　
慌
た
だ
し
い
年
末
年
始
は
、転
倒
な
ど
に
つ
な
が
る
不
安

全
な
行
動
を
し
が
ち
で
す
。ま
た
、雪
や
凍
結
し
た
路
面
も

注
意
が
必
要
で
す
。し
っ
か
り
と
対
策
を
し
て
、安
全
を
確
保

し
ま
し
ょう
。

　
交
通
事
故
は
年
の
後
半
に
多
く
な
る
傾
向
に
あ
り
、特
に

12
月
に
多
発
し
て
い
ま
す
。一
人
ひ
と
り
が
安
全
運
転
を

心
が
け
る
と
と
も
に
、毎
日
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
で
も
繰

り
返
し
注
意
喚
起
し
ま
し
ょ
う
。

「
年
末
年
始
無
災
害
運
動
」関
連
  中
災
防
図
書・
用
品

作
業
中
に
不
測
の

事
態
が
生
じ
た
ら
、

作
業
を
中
断
し
て

作
業
指
揮
者
に
報
告

作
業
中
に
不
測
の

事
態
が
生
じ
た
ら
、

作
業
を
中
断
し
て

作
業
指
揮
者
に
報
告

合
図
は
大
き
な
声
で

ハ
ッ
キ
リ
と

決
め
ら
れ
た
方
法
で

合
図
は
大
き
な
声
で

ハ
ッ
キ
リ
と

決
め
ら
れ
た
方
法
で

出
発
前
の
準
備

「
急
」の
つ
く
運
転
を
避
け
る

凍
結
し
や
す
い
場
所
に
注
意

車
間
距
離
を
十
分
に
確
保
す
る

チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
よ
う！
 例
え
ば
…

事
前
準
備

作
業
が
終
了
し
た
ら
…

作
業
開
始
前
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

年
末
年
始
の
災
害
防
止
を
徹
底
し
よ
う！

　
年
末
年
始
は
慌
た
だ
し
く
、生
活
の
リ
ズ
ム
も
変
わ
り
や
す
い
時
期
で
す
。安
全
で
健
康
に
一
年
を
締
め
く
く
り
、

新
た
な
年
を
ス
タ
ー
ト
で
き
る
よ
う
安
全
衛
生
活
動
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

ポ
ス
タ
ー

用
 品

図
 書

非
定
常
作
業
時
の
災
害
を
防
ぐ
！

脚
立
作
業
の
ポ
イ
ン
ト

転
倒
に
注
意
！

冬
季
の
安
全
運
転

健
康
管
理
を
し
っ
か
り
と

中
災
防
　
安
全
衛
生
図
書・
用
品
販
売
サ
イト

h
tt
p
s:
//s

h
o
p
.ji
sh

a.
o
r.
jp

ご
購
入
は
コ
チ
ラ

冬
は
身
体
が
冷
え
る
上
、年
末
年
始
は
生
活
リ
ズ
ム
も

不
規
則
に
な
り
が
ち
で
、体
調
を
崩
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

い
つ
も
以
上
に
健
康
状
態
に
気
を
付
け
て
、免
疫
機
能
を

高
め
る
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

体
調
の
悪
い

と
き
は

無
理
し
な
い

バ
ラ
ン
ス
の

良
い
食
事

適
度
な

運
動

睡
眠
を

し
っ
か
り
と
る

か
ら
だ
を

温
め
る

踏
さ
ん
上
で
作
業
す
る
際
は
、足
を
軽
く
開
き
、脚
や
膝
を
軽
く

天
板
に
当
て
て
体
勢
を
安
定
さ
せ
る
。つ
ま
先
立
ち
は
危
険
 ！

脚
部
に
滑
り
止
め
の
付
い
た
脚
立
を
使
用
し
、開
き
止
め

金
具
を
確
実
に
ロ
ッ
ク
す
る
。

周
囲
に「
作
業
中
」な
ど
の
注
意
喚
起
の
表
示
を
す
る
。
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